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〔修士論文要旨〕
問題・目的
2005年に発達障害者支援法が施行 され,また ,
2007年には特別支援教育制度が開始 された。そ
れに伴い,発達障害のある当事者だけでなく,そ
の養育者や家族を視野に入れた支援の必要性が認
識 されるようになった (山根,2010)。
発達障害の中でも,知的な遅れを伴わない自閉
スペ ク トラム症 /自開症 スペ ク トラム障 害
(Autism Spectrum Disorder:以下,ASDと記
す)児 (者)をもつ養育者は,診断告知前から診
断告知時,障害認識の過程において,両価的な感
晴や,揺れ動 く感情を抱いてお り,非常に複雑な
感情を経験しながら子育てを行っていることが見
出されている (松下,2003;矢部・都築,2010;
柳楽・吉田・内山,2004)。 しかし,先行研究で
はASD児(者)の養育者が,揺れ動 く複雑な感
情を,子育ての中でどのように経験 しているのか
を時間継列にしたがって質的に明らかにしている
ものは少ない。
また,先行研究では診断告知時や障害認識など
に視点をあてて,その時々の部分的な感情を明ら
かにしているものは見られるが,「子育て」 とい
う視点から,子育ての妊娠中から現在といったプ
ロセスに伴 う感晴を明らかにしているものは見ら
れない。加えて,先行研究のほとんどが母親を対
象としてお り,父親の感晴について明らかにして
いる研究は少ないc
診断告知,障害認識などを含め,様々 な困難 さ
に出会 うことが予想 される子育ての中で,養育者
、父親・母親)はどのような感情を経験 している
のだろうか
=
そこで六:=究では,ASD児(者)をもつ養育
者 (父親・母翌)が,妊娠中から現在に至るまで
の子育ての甲で、 どのような感情を経験 している
のかについて,三象学的アプローチを用いて_研
究協力者の経験を基 ,こしながら質的に明らかにす
ることを日的とする[
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方法
調査時期 :2014年9月～2014年10月
研究協力者 :自開症スペクトラム障害と診断さ
れたX(12歳)の養育者 (X―Fa・X‐MO)と,高
機能広汎性発達障害と診断されたY(19歳)の養
育者 (Y‐Fa・Y‐Mo)の,2組の夫婦。
(なお,本研究においては, 自閉症スベクトラム
障害,高機能広汎性発達障害を包括した概念とし
て 「ASD」という用語を用いることとした。)
インタビュー内容 :どのような気持ちで子育て
をしてきたのかを,過去を振り返りながら (妊娠
中,出産時,保育園入園前,保育園入園後,就学
まで,小学校,中学校,高校など)インタビュー
した。
分析方法 :現象学的アプローチ (ジオルジ,
2004/2013)によるう)1斤。
結果・考察
養育者の叙述 (ジオルジ,2013)より,ASD
児 (者)をもつ養育者の子育てに伴う感情につい
て,5つのテーマが見出された。
研究協力者の言葉を『イタノック広』で表記するこ
①子育ての中で感じる子どもへの疑問や違和感―
スペクトラムの中での子育て一 養育者達は,子
どもが生まれてから,次第に子どもへの疑問や違
和感を抱くようになっていったが,同時に子ども
の「普通」の面も認識しながら子育てを行ってい
た。ASDのスペク トラムの中で子育てをしてい
ると,子どもの障害特性に気づくことは難しく,
「普通」の面もあると思い,障害を見逃してしま
う危険性があることが示唆された。そして,その
気づきの難しさは結果として,不登校などの二次
障害として現れてしまい,養育者達は大変さや自
責感,落差などを経験していた。子育ての中で小
さな疑問や違和感を抱いた時点で,適切な人に相
談できるような支援体制を整えることが重要であ
ることが見出された.
②障害の告知に伴う感情―母親と父親の相違―
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障害告知の受け止め方は,母親 と父親では異なっ
ていた。例えばY‐Moにとって障害告知は,まる
で『心霊′オ′藍』を信じろと言われているような感
覚で経験されていた.それは段々と,腹立たしさ
や苛立ちへと変化し,『なんでうちの子なのよ』
と受け入れられなさを感じながらも,でも『 6ラ
それに膚き冷ってみヽぐιかなケヽ』という気持ちも
感じており,両価的な感情を経験していたcその
ような感情を経て,現在では『房き直ち』ことで
発達障害と向き合おうとしていた。一方,父親
(X―Fa,Y―Fa)にとって障害告知は,子どもを正
式に理解させてくれるものであり,今までの疑問
を払拭し,納得させてくれるものであった.また,
子どもの理解を深めてくれるものであり,二次的
に生じた不登校を許容する気持ちを抱かせるもの
でもあった。
③障害告知後の子育ての中で感じる感情―子ども
の成長,二次障害(不登校)に対する感情,父親の
感情― 子どもがASDであると知った後の子育
ての中で,養育者達は,子どもの心の強さや,子
どもの行動面の変化など,子どもの「成長」を実
感しながら子育てを行っていた。X―Moは,その
ような子どもの成長を感じるためには,『長ぁあ――
クヽ″』で『 どιっど″え』ておくことが大切であ
ると語った。
また,母親達は子どもの不登校や,子どもが家
の中で暴れるといった 「二次障害」という困難さ
に出会っていた。X―Moは,不登校の子どもと24
時間一緒に過ごす中で,子どもの気持ちを同じよ
うに『′ダクヽな'ど』たり,『一緒′ごクヽ6_分′なんか
余計′劃 子どもへの想いをつのらせたりしていた。
また,24時間 一緒に過ごす中で,障害特性に合
わせた関わりの難しさを日々積み重ねており,そ
れは子どもとの『バ ハ″
`子
どろが力 申で乗れ
ること′ごχ‐κθかガ、´戦することり』へと発展してい
た。『バ ハ｀ノ列 をしている最中は,感晴的になり,
『′虐″ιてろんじゃないかな』と感じることもあっ
た。また,Y―Moにとって子どもの不登校は『お
母さんのプライ ハ｀』を揺るがす出来事でもあった。
最親のみが二次障害に関する困難さを語っていた
ことから,父親に比べて母親の方が二次障害に対
する困難さを感じており,育児ストレスも大きい
ことが示唆された。
^方で父親は,母親が子どもとの関わりの中で
困難さを感 じている姿を認識していた.X―Faは
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母親の精神的負担を認識しながらも,会社に行か
なければならず,家庭と会社との『板共‐み』状態
であった。その『雄 み』状態の中で,父親は愚
痴を吐くことも出来ずに,辛い経験をしていた。
母親だけでなく,父親の精神的負担についても考
慮し,支援していく必要性が見出された.また,
父親支援の際には,発達障害の理解を促すような
支援も重要になることが示唆された。
④子どもの将来 養育者達は,親なき後の子ども
の将来について考えていた。Y‐Moは子どもを
『数 ク立ち』させることが 陽
"の
声例 であると
感じていたが,それには,子どもを『:浸′/ノ｀コナみ
たクヽで7::えなな気6ナろ』が,『やつぼクそれ ら
しなクヽとクヽ/ノなクヽのかなぁ』という葛藤が伴って
いた。子どもが『‐独ク立ち』できるように,子ど
もの進学や就労支援等に取り組むことの重要性が
示唆された。
⑤ASD児(者)の子育てから得られたもの一人生
への意味づけ一 養育者達は,ASD児(者)の
子育てを通して,子ども以外の発達障害児 (者)
への理解を深めたり,『どっιク僣えて月れてクヽ
ろ農:分』になることができたり,発達障害につい
て勉強する機会を与えられていると感じていた。
養育者達は,ASD児の子育てを通して, 自己成
長を体験したり,有益な側面を見出したりして,
ASD児の子育てという経験を自分の人生に意味
づけしていた。過去を振り返り,大変な苦渋の中
で子育てをしつつも,子育てから得られたものは
養育者にとってかけがえのないものになっている
ことが考えられた。
臨床心理学的意義
本研究では,現象学的アプローチを用いること
によって,子育てに伴う複雑な感情を質的に明ら
かにすることができた。養育者の感情 一つひとつ
を丁寧に理解することで,養育者の感情に敏感で
いることができ,そしてその感情に寄り添う姿勢
をもって支援することが可能になるのではないだ
ろうか。
また,本研究の結果より,養育者支援において,
子育ての中で小さな疑問や違和感を抱いた時点で
適切な人に相 Iコ|(して早期に発見することや,子ど
もが将来『タ ク_立ち』できるように進学や就労等
についての支援体制を整えておくことなど,長期
的な支援が必要であることが見出された。
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